





















































































































































































































































































































































































































































































2５ 学校外部の指導員が、体操を指導 Ａ ･専門家の指導を受ける


































































































































































































































2２ 他の団にはない横断幕を作り、使う ， ･工夫し独創的な横断幕を作る力
2３
担当の仕事を懸命
にこなそうとし
て、何往復も定っ
ている児童
Ｂ ･自分から進んで仕事を全うしようとする
2４
■：
応援合戦得点投票
について、参観者
に方法を説明して
いる
Ｅ
Ｅ
Ｅ
･地域の人などに、適当なコミュニケーショ
ンを行う力
･ＴＰＯを考えた話し方
● 説得的コミュニケーションの力
2５
投票説明ビラを配
布するとき、作業
籔がしやすいように
封筒に入れておい
た（説明の場面）
， ･場面を予想し、準備しておく力
2６
投票の説明のその
場で、教頭と打ち
合わせしている
Ｄ
Ｅ
･その場で、適切な指示を学習者に与えるく教
師＞の力
・自ら働きかけたとすれば、主体的な力
･教師と対等に話す力
2７
得点表について地
域の人に説明した
後、自分たちの団
に入れてくれるよ
うに依頼している
Ｅ ．願いを実現するために、様々な努力を借しまない
2８
低学年でも正確な
位置に並べるよう
に玉入れの玉を場
所においておく
， ･状況に応じて工夫する力
2９
団毎の記録をみる
保謹者や地域の
人々
Ｂ
’ ･学習者の記録が役に立っていることを実証する写真
･みたらわか・るように活動を表す力
3０
自分の団を応援し
ている時、懸命に
声を出す低学年
Ｂ
Ｂ
Ｂ
．本当に真剣になれる
･今までの練習、取り組みの成果の顕著な現れ
･状況に合わせて活動する力
(2)研究者の撮影した映像に比べ、教師の撮
影した映像には、コミュニケーション的な学
びをイメージして撮影したと判定されたもの
が、半分以下の割合でしか含まれていない。
(3)態度的学び、問題解決的学び、に関して
はほとんど差異はみられない。
(4)研究者の撮影したものの中には、全くス
キル的学びの場面であると判定された映像が
含まれない。
総合的学習においては、問題解決的学びと
コミュニケーション的学びが重要だと考えら
れるが、総合的学習に不慣れな教師は、事前
の研究会等では総合的な学習で求められる
３．結果の考察
表２，３における「学び」の判定を百分率
のグラフにしたものが、図３である。同じ場
面に同じ判定が複数存在する場合、１つとし
てカウントしているｄ
この二つのグラフを比較すると、以下の二
つの特徴が明らかであることがわかる。
(1)研究者の撮影した映像に比べ、教師の撮
影した映像により多く（２倍以上)、従来教
科での「学び」がイメージされていると判定
された映像（教科で学ばれる内容が軸になっ
ている場面であると判定された映像）が含ま
れる。
■A:教科的学び
圏Ｂ:態度的学び
蕊ｃ:ｽｷﾙ的学び
霞Ｄ:問題解決的学び
■Ｅ:ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ的学び
25.6％
33.3％
24.4％
20.5％
教師撮影研究者撞霧
図３教師、研究者の「学び」の比率
｢学び」をイメージしながらも、どうしても画段階から意図的に準備し、そのように仕向
従来の「学び」をイメージし、記録する傾向けることができていたからではないだろう
にあることがわかる。特にコミユニケーシヨ か。また、こういった活動は比較的長時間続
ン的学びについては、記録されていない。実〈ことが多く、したがって映像として残りや
践は全学年が参加する運動会を扱ったものすいとも考えられる。
で、例えば常に上級生と下級生のコミュニケ研究者にスキル的学びが全く記録されてい
_ション場面は存在したのに、このような傾ないのは、研究者の総合的学習における学習
向が見られるということは、その場面を教師観の中に、スキルを訓練するようなものはあ
は「学び」とは考えず、運動会を運営するたまり含まれていないということが考えられ
めの伝達の場面と考えたからではないだろうる。逆に、対象となった教師たちにとっては、
か゜総合的学習においてもスキルの訓練はある程
一方、問題解決的学びについては、研究者度重要だと認識されていることがわかる。
と同様､意識してとらえることができている。
これは、コミュニケーション的学びが、活動４．まとめと今後の課題
場面において自然発生的に生起しがちなのに今回の調査研究で明らかになったことは、
対して、問題解決の場面は教師自身が実践計「総合的な学習の実践になれない教師は、学
－４０－
習の活動は仕組めてもある種の「学び」の場
面を確実にとらえていくことは困難だ｡」と
いうことである。
り「学び」の場面を的確に捉えはじめている）
撮影した映像を元に授業の場面を語り、複数
の職員で検討会を行うなどすることで、担当
の教師だけでは気づきにくい「学び」の場面
などをとらえていくことが可能である。また、
「学び」を視覚的にあらわしていこうとする
ことが、より「学び」を意識することになり、
徐々に的確に「学び」の場面をとらえること
ができるようになるであろう。
ただし、今回の調査では、調査の対象とし
た教員が二人であり、サンプル数も不足して
いることから、やや正確さを欠いていること
は否めない。今後、より詳細な記録を取りな
がら、正確なサンプルを収集していく必要が
ある。
また、今後、今回の対象となった教師を追
跡し、その変化をとらえていくことで教師の
｢学び」の過程を明らかにしたい。
本論文のはじめでも述べたように、総合的
な学習において、教師には学習活動全体を見
通す中でより具体的な「学びの場面」を想定
し、確実に埋め込んでいく力が求められる。
また、偶発的に起こる「学び」の場面をとら
え、最大限活用しながら、同時に記録も残し
ていくことも必要となる。しかしながら、今
回の調査のデータから読みとれるように、問
題解決のために対象に働きかける場面や、学
習に対する態度が現れている場面に関しては
デジタルカメラで場面を撮影することができ
るものの、コミュニケーションの場面のよう
な｢比較的日常の生活の中にありそうな場面」
に関しては、意識しようとしているにもかか
わらず、それを見逃してしまうことも多い。
むしろ、教科的な、従来から取り組んできた
｢学び」の場面にどうしてもとらわれてしま
う傾向すらみられる。
今回の調査では、総合的な学習に関してあ
る程度「知っている」教師であっても、実際
の学習活動の場面の中で「これが学びだ」と
判断することができるとは限らないというこ
とが見て取れる。これから実践にとり組んで
いく学級、学校においてはこの点に留意し、
たとえば、できるだけティームティーチング
でとり組むなどしながら、着実に「学び」の
場面をとらえるトレーニングを教師の方で意
識的に行っていく必要があるだろう。
また今回は、担当教師の「学び」の場面を
切り取る力を顕在化することを目的として行
ったが、これを、教師の意識改革・教師教育
に活用することも可能である。（実際に、今
回調査を行った教師は、このあとの実践でよ
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ResearchonTeachers，Competence
byVisualizing"LearningChances，，inlntegratedStudy
KATO,Takahiro(GraduateSchooLOsakaUniversity）
TheaimofthisresearchisfOcuSonteachers,competencetofindout“LearningChance”inactivitiesin
integratedstudy､Tomakedifferencesofthecompetencebetweeninexperiencedteachersandaresearcher
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